




 

 一昨年より本症の神経原説の妥当性を検討する目的で末梢神経伝導速度測定

を行ない、運動神経の distal latency に対照群に比し有意の延長を認めたが、

知覚神経では有意差をみなかったこと、M波の振幅は対照群に比べ小さいこと、

M 波の持続時間が有意に延長していることを報告した。最大伝導速度について

は一応の結果を得たので今回は運動神経の最小伝導速度(Minimum C、V、)と速

度幅につき報告する。対象は本院入院中の Duchenne 筋ジストロフィ-(DMD)患児

60 名、対照群として明らかな神経筋疾患をみない男児 10 名を選んだ。平均年

令はそれぞれ、12.9才、10.9才である。方法は1962年Hopfが報告したCollision 

Methodr によった。 


